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【解説】 

定期点検の結果は、維持・補修等の計画を立案する上で参考とする基礎的な情報であり、適切

な方法で記録し蓄積しておかなければならない。 

なお、定期点検後に、補修や補強等を行った場合は、「健全性の診断」を改めて行い、速やか

に記録に反映しなければならない。 

また、その他の事故や災害等によりトンネルの状態に変化があった場合には、必要に応じて「健

全性の診断」をあらためて行い、措置及びその後の結果を速やかに記録に反映しなければならな

い。 

点検の結果は、次回点検時や日常管理等に活用できるよう、データを「広島市統合型GIS（ひ

ろしま道路ナビ）」に登録するものとする。 

なお、応急対策を実施した場合は、「健全性の診断」をあらためて行わないこととする。 

表-8.1 にトンネルの点検表の構成及び記載内容を、図-8.1に定期点検等の内容と作成様式の

関連を示す。 

 

表-8.1 点検要領 点検表記録様式リスト 

様式番号 記録内容 

様式A-1 
トンネル 

台  帳 

トンネル諸元、非常用施設諸元 

様式A-2 トンネル情報一覧表 

様式A-3 トンネル記録（位置図、断面図等） 

様式B-1 

点検調書 

トンネル全体展開図 

様式B-2 変状・異常写真台帳 

様式B-3 点検結果一覧表（トンネル本体工） 

様式B-4 点検結果一覧表（トンネル内附属物の取付状態） 

様式B-5 調査・措置の履歴 

様式B-6 覆工スパン別詳細展開図 

様式C-1 
診断調書 

診断結果（覆工スパン毎） 

様式C-2 診断結果（覆工スパン毎、トンネル毎） 

様式D 総括調書 トンネル点検総括表 

 

 

 

 

 

初期点検及び定期点検の結果並びに措置の内容等の記録は、日常管理等に活用できるよう保

管することとし、「広島市統合型 GIS（ひろしま道路ナビ）」に登録する。 

8 記録 
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図-8.1 定期点検等の内容と作成様式の関係 

68/82 

・トンネル台帳の作成

・トンネルの一般的な諸元(道路区分・交通量・延長・非常用施設の設置状況等)について様式A-1を記述する。

・覆工スパン番号と距離の関係・内装板等の設置状況・照明施設の設置状況等について様式A-2を記述する。

・位置図・現況写真(坑口写真)・断面図・縦断図等について様式A-3を記述する。

・変状状況の把握、対策区分の判定

集計 Ⅳ 1箇所 ｽﾊﾟﾝ1 ｽﾊﾟﾝ2 ｽﾊﾟﾝ3 ｽﾊﾟﾝ4 ｽﾊﾟﾝ5 ｽﾊﾟﾝ6 ・・・ ｽﾊﾟﾝ●●

Ⅲ 4箇所  ●Ⅲ(外力)

Ⅱa 2箇所 ●Ⅱa　  ●×

Ⅱb 3箇所

Ⅰ 2箇所 ※） トンネル点検の結果を記録する。

× 2箇所 　　（調査後に最終評価する）

・変状等の健全性の診断

ｽﾊﾟﾝ1 ｽﾊﾟﾝ2 ｽﾊﾟﾝ3 ｽﾊﾟﾝ4 ｽﾊﾟﾝ5 ｽﾊﾟﾝ6 ・・・ ｽﾊﾟﾝ●●

集計 Ⅳ 1箇所

3箇所

1ｽﾊﾟﾝ

4箇所

1ｽﾊﾟﾝ

Ⅰ 2箇所

× 2箇所

●Ⅱ

 　　　 ●×

坑門・天井板等の変状：変状箇所単位

材質劣化、漏水による変状：変状箇所単位

外力に起因する変状：覆工スパン単位

・覆工スパン毎の健全性の診断

集計 Ⅳ 1ｽﾊﾟﾝ ｽﾊﾟﾝ1 ｽﾊﾟﾝ2 ｽﾊﾟﾝ3 ｽﾊﾟﾝ4 ｽﾊﾟﾝ5 ｽﾊﾟﾝ6 ・・・ ｽﾊﾟﾝ●●

Ⅲ 3ｽﾊﾟﾝ

Ⅱ 1ｽﾊﾟﾝ

Ⅰ 2ｽﾊﾟﾝ

スパン毎の健全性の診断は、覆工における変状等の健全性の診断に基づいて行うものとする。

・トンネル毎の健全性の診断

トンネルを総じて

Ⅳ

覆工スパン毎で最も評価の厳しい健全性を採用し、トンネル毎の健全性とする。

　※補修等の対策実施後は、健全性の診断を行い、診断区分をⅠとすることを基本とする。
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 (1)点検表記録様式の構成 

1)トンネル台帳【様式A】 

トンネル完成時の本体工の図書とする。トンネルの一般的な諸元には、道路区分・交通

量・延長・内空断面・本体工の線形・幅員構成・掘削工法・覆工・坑門・舗装等に関する

諸数値、付属施設の換気・照明・非常用施設に関する設備の設置台数等を整理する。また、

トンネル情報一覧表には、覆工スパン番号と距離の関係や本体工に関する代表的な附属物、

付属施設に関する情報を記載する。また、トンネル記録には、位置図や現況写真（坑口写

真）、断面図や縦断図を記録するとともに、工事中の記録として施工時に不良地山で特殊

工法等を用いた箇所及び検討内容・工法等を記述する。トンネル一般諸元等様式の例を以

下に示す。 
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トンネル諸元等様式の例 
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トンネル情報一覧表の例 
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トンネル記録の例 
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